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計画の構成 

【１章】はじめに （P2） 

   

【２章】斜里町の住宅事情 （P3） 

○自然的概況 

○通勤・通学状況 

○人口構造 

○住宅ストックの特性 

○住宅市場の特性 

○公的借家の特性 

 

 

【３章】関連計画の位置づけ （P19） 

○総合計画 

○まちづくり関連計画（都市計画マスタープラン、中心市街地活性化基本計画） 

○福祉関連計画（地域福祉計画、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、障がい者計画、障がい福

祉計画、次世代育成支援行動計画） 

 

 

 

【４章】住宅政策の目標 （P20） 

 

理念：安心して暮らせる快適な生活環境をめざして 

 
目標１  
いつまでも住み続けられる
住環境の形成 

 
 
 

目標２  
世帯の変化に合わせた住
み替え可能な質の高い住
宅・住宅地の形成 

 
 
 

目標３  
あこがれを持って住みた
くなる斜里町の環境と調
和する住宅市街地づくり 

 

【５章】基本フレーム （P21） 

・H31 将来人口、世帯数、住宅所有関係別世帯数の設定 

 

【６章】住宅施策の展開方向 （P23） 

 

 

 

すべての人が安心して 

暮らせる住まいづくり 
・高齢者・障がい者の入居を拒

まない賃貸住宅の供給促進 

・高齢者・障がい者・子育て世

帯向け公的借家整備の推進 

・高齢者向け、障がい者向け住

宅整備への支援 

 
 
住宅に関する情報提供、 

相談体制の仕組みづくり 
・インターネットを活用した総

合的な住宅関連情報の提供 

・相談窓口、相談体制の充実 

 

 

 

 

 

良質な持ち家 

ストックの形成 
・北国の風土に適した住宅建築

の促進 

・住宅の基本性能の向上 

 
 
 
 
 

良質な借家環境の整備 

 
・公的借家のセーフティネット

機能の向上 

・民間借家の建設促進 

 

 

 

 

 

地域特性に応じた 

住宅市街地づくり 
・まちなか居住の推進 

・移住の促進 

 
 
 
 
 
 
環境に調和し、環境負荷 

を低減する住まいづくり 
・環境に配慮した公共賃貸住宅

づくりの推進 

・環境負荷を低減する民間住宅

づくりの推進 
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１章 はじめに 

 

１ 計画の目的 

斜里町では平成 14 年度に「斜里町住宅マスタープラン」、「斜里町公営住宅ストック総

合活用計画」を策定しましたが、「北海道の第八期五箇年計画」等を上位計画としている

ため、現在の「北海道住生活基本計画」を上位計画とする位置づけがなされていない状

況です。加えて、平成 14 年度の「斜里町公営住宅ストック総合活用計画」により計画さ

れた町営住宅の整備等の年次計画にズレが生じ始めています。 

また、斜里町においても、人口減少と核家族化・高齢化が進み、昨今の雇用促進住宅

の問題が生じていることなど、新たな社会情勢の変化に応じた住宅施策の再考が必要と

されています。 

そこで、斜里町の地域事情や地域特性及び住宅事情にかかる問題から、今後の住宅政

策の展開方向や主要施策の立案、施策の推進方針、実現方策を定め「斜里町住生活基本

計画」を策定しました。 

 

２ 計画期間 

本計画の計画期間は、10 年間（平成 22～31 年度）とします。 

 

３ 策定体制 

本計画の策定にあたっては、策定委員会、策定作業部会を設置し、協議・調整を行う

とともに、北海道などとの調整や、審議会との意見交換等から得られた意見など踏まえ、

計画へ反映しました。 
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２章 斜里町の住宅事情 

 

１ 自然的概況 

【現状 1】 

・総面積の 78.4%が山林であり、国内３番目の世界自然遺産である知床を有するなど、

豊かな自然環境に恵まれています。 

・気温は、オホーツク海の海流や流氷の影響を受けて、年間平均 7℃以下であり、冬期

間の積雪量はさほど多くはありませんが、北西の風が強く融雪時期が遅くなっていま

す。 

【課題 1】 

豊かな自然環境に調和するとともに、冷涼な気候風土に対応することが必要です。 

 

図１ 斜里町の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 地目別面積                         （単位：ｋ㎡） 

  
農地 

宅地 沼地 山林 牧場 原野 雑種地 その他 総面積 
田 畑 計 

面積 
0.00  114.75  114.75  5.21  1.08  577.66  4.03  20.66  4.01  9.60  737.00  

0.0% 15.6% 15.6% 0.7% 0.1% 78.4% 0.5% 2.8% 0.5% 1.3% 100.0% 

資料：平成 21 年度北海道統計書 

 

表２ 年次別気象概況 

  
年降水量 

気温 
平均風速 年間日照時間 

平均気温 最高気温 最低気温 

（mm） （℃） （℃） （℃） （m/s） （時間） 

平成 16 年 686.0  7.0  34.6  -20.4  2.0  1,682.1  

平成 17 年 759.0  6.3  32.8  -23.3  2.0  1,678.4  

平成 18 年 1,017.0  6.4  24.1  -23.1  2.1  1,669.9  

平成 19 年 733.0  6.2  33.7  -21.6  2.0  1,716.4  

平成 20 年 557.5  6.3  32.2  -24.6  2.1  1,679.3  

平均 750.5  6.4  31.5  -22.6  2.0  1,685.2  

資料：気象庁ホームページ 
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２ 通勤・通学状況 

【現状 2】 

・町内居住者の町内通勤は 95.4%、町内で働く 7,768 人のうち、清里町から 2.8%、

小清水町から 1.6％、網走市から 1.5％が斜里町へ通勤しています。 

・町内居住者の町内通学率は 82.3％、町内に通学する 410 人のうち、清里町から 5.6％、

小清水町から 3.4％が斜里町に通学しています。 

【課題 2】 

網走市、清里町、小清水町等、町外からの通勤者の定住を促進するよう、魅力ある居

住環境の整備を検討する必要があります。 

 

表３ 常住地による従業地別 15 歳以上の就業者数の比較        （単位：人） 

   従業地 

 

常住地   
斜里町 網走市 清里町 小清水町 その他 道外 計 

斜里町 
7,042 116  109  63  52  0  7,382 

95.4% 1.6% 1.5% 0.9% 0.7% 0.0% 100.0% 

網走市 
113 19,098  17  95  748  21  20,092  

0.6% 95.1% 0.1% 0.5% 3.7% 0.1% 100.0% 

清里町 
218 26  2,213  42  26  0  2,525  

8.6% 1.0% 87.6% 1.7% 1.0% 0.0% 100.0% 

小清水町 
123 163  61  2,710  28  0  3,085  

4.0% 5.3% 2.0% 87.8% 0.9% 0.0% 100.0% 

資料：平成 17 年国勢調査 

 

表４ 従業地による常住地別 15 歳以上就業者の比較  （単位：人） 
   従業地 

 

常住地   
斜里町 網走市 清里町 小清水町 

斜里町 
7,042 116  109  63 

90.7% 0.6% 4.5% 2.1% 

網走市 
113 19,098  17  95  

1.5% 91.3% 0.7% 3.2% 

清里町 
218 26  2,213  42  

2.8% 0.1% 91.3% 1.4% 

小清水町 
123 163  61  2,710  

1.6% 0.8% 2.5% 91.9% 

その他 
248 1,491  22  39  

3.2% 7.1% 0.9% 1.3% 

道外 
24 19  3  1  

0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 

計 
7,768 20,913  2,425  2,950  

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

資料：平成 17 年国勢調査 
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３ 人口構造 

 

（１）総人口、総世帯 

【現状 3】 

・総人口は平成 17 年で 13,431 人、全道、郡部、網走支庁同様に減少傾向にあり、15

年間（平成 2～17 年）の減少率は 12％となっています。 

・総世帯数は平成 17 年で 5,703 世帯、増加率は全道より低く、網走支庁と同様で 15

年間（平成 2～17 年）の増加率は 10％となっています。 

【課題 3】 

世帯数は増加しているものの、既に人口減少下にあり、新築住宅の供給による定住促進

を検討する一方で、既存ストックの有効活用や住宅・住宅地の集約化など、利便性の高い

住宅・住宅地づくりへと政策を転換していく必要があります。 

 

表５ 総人口の推移の比較                      （単位：人） 

  H2 H7 H12 H17 H17／H2 

北海道 5,643,647  5,692,321  5,683,062  5,627,737 1.00  

郡部 1,476,238  1,443,200  1,293,694  1,217,137 0.82  

網走支庁 353,528  346,546  338,481  324,849 0.92  

斜里町 15,182  14,634  14,066  13,431 0.88 

資料：各年国勢調査 

 

表６ 総世帯数の推移の比較                    （単位：世帯） 

  H2 H7 H12 H17 H17／H2 

北海道 2,031,612  2,187,000  2,306,419  2,380,251 1.17  

郡部 486,264  508,281  485,696  478,963 0.98  

網走支庁 123,131  130,074  134,748  135,437 1.10  

斜里町 5,202  5,450  5,636  5,703 1.10 

 

図２ 総人口の推移             図３ 総世帯数の推移 
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（２）年齢別人口 

【現状 4】 

・高齢人口率は平成 17 年で 23.7%と、全道より高く、15 年間（平成２～17 年）で 1.6

倍に増加しています。 

・高齢人口の増加と出生率の低下が相俟って、急速に少子高齢化が進行しています。 

【課題 4】 

高齢者対策や子育て支援など、急速に進行する少子高齢化傾向に対応する住環境の整備

が必要です。 

 

図４ 年齢別人口構成比の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 年齢別人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 合計特殊出生率の推移の比較 
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（３）世帯特性 

【現状 5】 

・平均世帯人員は、平成 17 年国勢調査で 2.36 人/世帯と、全道と同程度、郡部、網走

支庁より少なくなっています。経年的には世帯規模の縮小化がみられます。 

・家族類型別世帯数は「単独世帯」、「夫婦のみ」、「夫婦＋子」の順に多く、「単独世帯」、

「１人親と子」は増加傾向、「夫婦＋子」は減少傾向となっています。 

・世帯人員別世帯数は、多い順に「１人世帯」、「２人世帯」、「3 人世帯」となっており、

1～2 人の小規模世帯が 64.5％を占めています。 

・高齢者親族（65 歳以上）のいる世帯は一般世帯の 37.2％を占めています。 

【課題 5】 

平均世帯人員の縮小、小規模世帯への対応、「夫婦＋子」の世帯の減少、高齢者親族の

いる世帯の急速な増加等、世帯特性の変化に対応する住環境の整備が必要です。 

 

図７ 平均世帯人員の推移の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 家族類型別世帯数構成比の比較 
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図９ 家族類型別世帯数構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 世帯人員別世帯数構成比の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 世帯人員別世帯数構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4

26.9

31.6

34.3

23.8

25.1

25.1

25.0

33.0

27.5

24.0

21.7

4.5

4.9

6.4

17.4

15.3

13.6

12.2

5.3

0.5

0.3

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H2

H7

H12

H17

単独世帯 夫婦のみ 夫婦＋子 1人親と子 その他親族 非親族

32.4

27.5

31.7

34.3

31.0

33.3

32.2

30.2

18.0

17.6

17.3

16.5

13.0

12.9

12.0

11.5

3.9

5.1

4.6

4.2

3.0

2.7

3.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道

郡部

網走支庁

斜里町

1人 ２人 3人 4人 5人 6人以上

21.4

26.9

31.6

34.3

27.2

28.9

29.4

30.2

17.4

16.8

15.7

16.5

18.0

14.0

13.0

11.5

8.2

7.6

4.6

6.1

7.8

5.8

4.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H2

H7

H12

H17

1人 ２人 3人 4人 5人 6人以上



9 

（４）地区別人口 

【現状 6】 

・平成 12～20 年の地区別世帯数の推移をみると、中心市街地（港町、本町）では減少

しているのに対し、その周辺（朝日町、文光町、青葉町、光陽町等）では増加していま

す。 

【課題 6】 

利便性が高い中心市街地への居住を促進する方策を検討する必要があります。 

 

図１２ 地区別世帯数の推移 
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４ 住宅ストックの特性 

【現状 7】 

・持ち家率 60.1%、公営借家率 11.0％、民営借家率 12.7%と、持ち家率、公営借家率

は全道、網走支庁より高く、郡部より低く、民営借家率はその逆の傾向となっています。 

・既存住宅の世帯当たり平均述べ床面積は、「持ち家」123.0 ㎡、「公営借家」60.0 ㎡、

「民営借家」60.9 ㎡で、いずれも全道、郡部平均を上回っています。 

【課題 7】 

借家における公・民の役割を見直し、民間市場を適切に支援するような公営住宅の管理

戸数を設定する必要があります。 

 

図１３ 住宅所有関係別世帯数構成比の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１４ 住宅所有関係別世帯数構成比の推移 
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５ 住宅市場の特性 

【現状 8】 

・過去 10 年間の新規住宅の平均建設戸数は 79.4 戸、平成 10～11 年度は、年間 100

戸超えていましたが、近年は 60～80 戸台で推移しています。 

・斜里町の住宅地の地価は、平成 20 年現在、平均 11,867 円/㎡、周辺４町と比較する

と、最も高く、羅臼町と同程度、標津町の 1.3 倍、小清水町の 1.5 倍、清里町の 2.4

倍となっています。 

【課題 8】 

新規着工の減少傾向が見られ、町民の持ち家取得や借家整備の推進方策等について検討

する必要があります。 

【課題 9】 

また、建替や中古住宅の流通、市街地や住宅ストックの活用方策について検討する必要

があります。 

 

図１５ 年度別新設住宅の建設状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７ 都道府県地価調査における斜里町の地価 

番

号 
所在 法規制 

地積 

（㎡） 

地価（円／㎡） 増減  

（円） 

H15／

H20 H15 H20 

1 斜里町本町６番１８ ２住居 277  15,500  13,000  -2,500  83.9% 

2 斜里町文光町４３番１７ ２中専 317  13,800  12,300  -1,500  89.1% 

3 斜里町光陽町２７番８ ２中専 329  10,700  10,300  -400  96.3% 

平均 13,333  11,867  -1,467  89.0% 

資料：国土交通省土地総合ライブラリー 
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６ 公的借家の特性 
 

（１）公的借家の供給状況 

【現状 9】 

・平成 21 年度現在、斜里町内には公共賃貸住宅（公営住宅、特定公共賃貸住宅）が 15

団地、84 棟、606 戸あります。このうち道営住宅が 36 戸、6％を占めています。 

・その他に、公的支援住宅として、雇用促進住宅が１団地、１棟、40 戸あり、公的借家

全体としては 646 戸となります。 

【課題 10】 

公営住宅等の役割を再確認し、人口・世帯動態、需要動向等を踏まえ、適切な管理戸数

を設定するともに、公営住宅、特定公共賃貸住宅、雇用促進住宅を適切に役割分担し、管

理していく必要があります。また、町と道の連携による適切な維持管理について、検討す

る必要があります。 

 

表８ 町内公共賃貸住宅の管理状況 

地区 管理主体 種類 団地名 構造 建設年度 棟数 戸 数 備考 

市街地 斜里町 町営住宅 新光北 簡平 S46～57 25  91   

   新光南 簡平 S51～54 8 32   

   朝日第２ 簡平 S47,48 4 16   

   光陽南 簡二 S55～59 8 64   

   かえで東 中耐 S61～H3 9 165   

   新望岳 中耐 H7 3 72   

   光陽東 中耐 H9，10 6 52   

   港町中央 中耐 H16 1 20   

   小計 － － 60  512   

  特公賃 光陽東 中耐 H9 － 2 町営住宅と合築 

 北海道 道営住宅 かえで西 木造 H11,12,13 7 36   

 小計 － － 71  550   

ウトロ 斜里町 町営住宅 ウトロ香川第２ 簡平 S51～54 4 16   

    ウトロ中島 簡平 S57 1 4  

    ウトロ高原 耐２ H6,8 2 16   

  小計 － － 7 36   

その他 斜里町 町営住宅 峰浜 簡平 S47 1 4  

     朱円 簡平 S46 2 4  

     中斜里 木造 H12 3 12   

 小計 － － 6 20   

合計 － － 84  606   

 

管理主体 
公共賃貸住宅 その他公的支援住宅 

計 
公営住宅 特定公共賃貸住宅 雇用促進住宅 

国   40 40 

北海道 36   36 

斜里町 568 2  570 

計 604 2 40 646 

平成 21 年度末現在 
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図１６ 公共賃貸住宅位置図 
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